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  Σ：＝亙。［1（∠）島〉＜（∠）局11， ∫：二五。［1（8）ゐ〉＜（8）島11， ア：二五。［1（∠）尾〉＜（8）后11，
  J：二五。［1（8）。〉〈（∠）尾1］， K：二∫（ア）一1．
次のノンパラメトリックた統計的不確定性関係及び統計基礎方程式が成立する．
 定理．∀ツ∈”に対して
                  ノΣツ≧〆ア∬一1〃
が成立する．ここに等号が成立するための必要十分条件は






 （＊＊）       1（∠）庄〉力＝K．11（7ψ）尾〉   with K＝∫（ア）一1，7λ＝∂／∂1（λ）尾〉
はノンパラメトリックモデルの特定化を可能にする基礎方程式と見傲せる（詳細略）．
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1／16    ．1670575607
1／8     ．167057565
1／4  ．167054
1／2  ．169









   Maximized values
181625756   ．4157工42805
．318162573    ．415714274
．318162574    ．415714275
．31810       ．4157146
．32          ．4156


































   Regu1ar1y Varying Tai1をもつ分布に従う確率変数の独立積について
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                      （客員）神戸商船大学商船学部高橋倫也
 独立で同一分布Fに従う確率ベクトル列X、，X。，．．．，X。の成分ごとの最大値（多変量極値統計量）
をZηとする．ここで，Z、の成分ごとに基準化した統計量が非退化な分布Hに弱収束するとき，Fは∬
の吸引領域に属すと言う．また，∬を多変量極値分布と言う．
